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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年3月27日(2008.3.27)

【公表番号】特表2007-526368(P2007-526368A)
【公表日】平成19年9月13日(2007.9.13)
【年通号数】公開・登録公報2007-035
【出願番号】特願2007-500083(P2007-500083)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｋ  19/42     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/36     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/30     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/34     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/12     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｋ  19/42    　　　　
   Ｇ０９Ｇ   3/36    　　　　
   Ｇ０２Ｆ   1/13    ５００　
   Ｇ０２Ｆ   1/13    １０１　
   Ｃ０９Ｋ  19/30    　　　　
   Ｃ０９Ｋ  19/34    　　　　
   Ｃ０９Ｋ  19/12    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月4日(2008.2.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項１２】
　さらに、以下の化合物：
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【化１３】

式中、
ａおよびｂは、互いに独立して、０または１であり；
Ｒ３１、Ｒ３２、Ｒ４１、Ｒ４２、Ｒ５１、Ｒ５２、Ｒ６１、Ｒ６２、Ｒ７１、Ｒ７２、
Ｒ８１およびＲ８２は、互いに独立して、非置換であるか、またはハロゲンで単置換もし
くは多置換されているＣ１～Ｃ１５アルキルであり、ここで、ＣＨ２基の１つまたは２つ
以上は、互いに独立して、互いに隣接するヘテロ原子がないように、－Ｏ－、－Ｓ－、－
ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＯ－Ｏ－、－ＯＣ－Ｏ－により置換されていてもよく；
Ｌ３１は、ＨまたはＦであり；
Ｚ４１は、－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、
－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＦ２ＣＦ２－、－ＣＨ２ＣＦ２－、－ＣＦ２ＣＨ２－、－ＣＨ＝
ＣＨ－または－Ｃ≡Ｃ－であり；
【化１４】

は、互いに独立して、
【化１５】

であり；
【化１６】

は、
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【化１７】

であり；

【化１８】

は、
【化１９】

であり、ここで、Ｌ３２およびＬ３３は、互いに独立して、ＨまたはＦである、
の１種または２種以上を含むことを特徴とする、請求項１～１１のいずれかに記載の液晶
組成物。
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